
　
本
市
で
産
後
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
て

約
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

の
利
用
者
数
は
延
べ
20
人
、
令
和
４
年

度
の
利
用
者
数
は
延
べ
35
人
(
９
月
末

時
点
)
、
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、

「
家
に
来
て
も
ら
え
て
助
か
り
ま
し
た
」

「
子
育
て
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
悩
み
が
軽
く

な
り
す
っ
き
り
し
ま
し
た
」
と
喜
び
の

声
を
も
ら
い
ま
し
た
。

だ
さ
い
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
:
１
７
６
２
７
)
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
利
用
回
数
や
料
金
、
利
用
で
き
る
施
設

な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
県
内
で
里

帰
り
し
て
い
る
人
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
北
九
州
市
や
柳
川
市
な
ど
、
近
隣
市

以
外
の
利
用
施
設
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

産
後
す
ぐ
に
利
用
す
る
場
合
は
、
妊
娠
中

か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

　
産
後
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
人
、
実

際
に
乳
児
の
子
育
て
を
し
て
い
て
困
っ
て

い
る
人
は
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
　
保
健
師

●
利
用
で
き
る
人

　
本
市
に
住
民
票
が
あ
る
生
後
１
歳
未

満
の
乳
児
と
そ
の
母
親
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
家
族
な
ど
か
ら
家
事
や
育
児
の
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い

・
産
後
の
体
調
や
育
児
に
つ
い
て
不
安

が
あ
る

※

乳
児
と
母
親
い
ず
れ
か
で
も
医
療
行

為
が
必
要
な
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
産
後
ケ
ア
の
内
容

　
助
産
師
が
家
庭
訪
問
し
、
次
の
内
容

を
支
援
し
ま
す
。

　
母
親
の
体
調
に
関
す
る
相
談
、
お
っ

ぱ
い
の
ケ
ア
・
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相

談
、
授
乳
指
導
、
沐
浴
指
導
、
発
育
・
発

達
に
関
す
る
相
談
、
ス
キ
ン
ケ
ア
に
関

す
る
相
談
、子
育
て
の
相
談
な
ど

●
利
用
方
法

　
子
育
て
支
援
課
ま
で
太
宰
府
市
産
後

ケ
ア
事
業
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く

●
産
後
ケ
ア
事
業
の
目
的

　
お
産
は
、
富
士
登
山
や
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
例
え
ら
れ
る
く
ら
い
、
大
変
で
命

が
け
の
出
来
事
で
す
。
産
後
は
４
日
ほ

ど
で
病
院
を
退
院
し
、
お
母
さ
ん
の
体

調
が
十
分
に
回
復
し
な
い
ま
ま
、
頻
回

授
乳
や
お
む
つ
替
え
、
抱
っ
こ
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
お
世
話
が
始
ま
り
ま
す
。

　
初
め
て
出
産
を
し
た
お
母
さ
ん
は
、

赤
ち
ゃ
ん
が
な
ぜ
泣
い
て
い
る
の
か
、

授
乳
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
に
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
な
ど
、
初
め
て
の
育
児

に
困
惑
し
て
い
ま
す
。
２
人
目
以
降
の

出
産
を
し
た
お
母
さ
ん
も
、
１
人
目
の

時
と
の
違
い
に
困
惑
し
た
り
、
き
ょ
う

だ
い
児
の
お
世
話
に
追
わ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
お
母
さ
ん
の
心
と
体
を
ケ
ア

し
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
が
、

産
後
ケ
ア
事
業
で
す
。

作り方

材料（4人分）

ほうれんそう

桜エビ

　　めんつゆ
　　（３倍濃縮）

　　いりごま

　　砂糖　　

一人分当たりの栄養価

エネルギー    38ｋcal

たんぱく質　　    3.2g

脂質　　  1.6g

塩分　　  0.5g

①ほうれん草は沸騰した湯に茎側か

ら入れ、葉も入れてさっと茹でる。

流水に通し、かたく絞り２cm長さ

に切る。

②ボウルにＡを入れて混ぜ、桜エビと

１を加えて和え、器に盛る。

産
後
ケ
ア
事
業

　
~
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
~

こ

んに
ちは
保
健
師
で
す

ほうれんそうの
桜エビ和え

A

………… １束（200g）

…………………… 大さじ２

……………… 大さじ１

……………… 大さじ１

       …………………… 大さじ１

12月の相談

すこやか相談
（健康栄養相談）

高齢者のためのすこやか相談
（健康・口腔・栄養）

９日㈮ 9：30～11：00
22日㈭ 13：30～15：30

９日㈮ 9：30～12：00

元気づくり課
☎（９２８）２０００

要予約
高齢者支援課
☎（９２９）３２１０

日時 問い合わせ

(183) 問い合わせ　環境課 環境保全係（☎内線308）

　サステナブルファッションとは、 衣服の生産から着用、 廃棄までのプロセスにおいて

将来にわたり持続可能であることをめざす取り組みで、 地球環境や関わる人、 社会へ

配慮するものです。

　年末に向け、 衣服を整理する人もいるのではないでしょうか。 長年保管している量

や状態を確認し、 これから選ぶ衣服には 「環境」 の視点も取り入れてみましょう。

サステナブルファッション
を身に着けよう

具体的にはどうすればいいの？
次の５つの例を参考に、自分が無理なくできることから実践してみましょう。

　私たちが所有している一着を現在よりも１年長く着ることで、 日本全体で４万ｔ以上の廃棄量の削

減に繋がります。 服のお直しやリペア、 素材にあったケアや洗濯を行うことで、 愛着のある服が長

持ちします。

１．持っている衣服を長く大切に着よう

　シェアリングサービスやレンタルサービスを活用すると普段は着ないようなアイテムも気軽に試す

ことができます。 着用しない衣服は、 バザーやアプリなどを通じて再利用すると、 環境に優しく経済

的です。

２．リユース（再利用）でファッションを楽しもう

　クローゼットを見直して、 必要な服を買うようにしましょう。 一着を長く着る

ために品質を重視し、 価格に見合う価値ある商品を購入することも大切です。

３．先のことを考えて買おう

　商品タグや表示ラベルを見て、 素材や生産ルートなどを確認しましょう。

関心を持つことが、 業界全体に大きな動きを促します。

　再生原料が使用された衣服は、 作り手の手間と想いが込められた” 付加価

値商品” です。 ペットボトルを原料に作られた靴紐などもあります。

４．生産方法をしっかり見よう

　衣服がごみとして廃棄 ・ 焼却されなければ、 一着約０． ５㎏ のＣＯ２排出量

が削減されます。 地域の資源回収や衣服販売店舗での回収を活用しましょう。

ごみ袋も利用せずに済み、 経済的です。

５．衣服を資源として再活用しよう

出典：環境省ホームページ　サステナブルファッション

地球のために、

まずは知ることから。

みんなでやってみましょう！

拡大版

おもてなし料理教室
問い合わせ　元気づくり課（保健センター）

　　　　　　　　　☎（928）2000

日　時

場　所

対象者

定　員

参加費

講　師

持ってくるもの

申込締切

12月13㈫　

午前10時～午後１時

太宰府市総合福祉センター

２階調理室

市民

15人（先着順）

５００円

食生活改善推進会の皆さん

12月６日㈫

託児あり（要予約、先着順）

エプロン・ふきん（食器用・
台ふき用）各１枚・三角巾
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